
（    ）8新　医　療　2024年12月号

せ
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
８
年
５
月
に
エ
レ
ク
タ
製
リ
ニ
ア
ッ
ク

の
「Infinity

」
を
導
入
し
、
既
存
の
リ
ニ
ア
ッ

ク
「Synergy

」
と
２
台
体
制
に
し
ま
し
た
。
そ

の
際
、「Infinity

」
に
体
表
面
光
学
式
ト
ラ
ッ
キ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
「Catalyst H

D

（C-RA
D

社
）」

を
、「Synergy

」
に
は
「Catalyst

（
同
）」
を

導
入
し
、
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
を
開
始
し
た
の
で
す
。
当
初

は
検
証
の
意
図
も
あ
り
、
体
表
マ
ー
キ
ン
グ
も
併

用
し
な
が
ら
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
位
置
合
わ
せ
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年
５
月
か
ら
全

例
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
マ
ー
カ
ー
レ
ス
で
の
治
療
に

切
り
替
え
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
５
月
に
は
「Synergy

」
を
同
じ

エ
レ
ク
タ
製
リ
ニ
ア
ッ
ク
「V

ersa H
D

」
に
更

新
し
、
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
も
３
台
型
の

「Catalyst HD

」
に
更
新
し
た
結
果
、
現
在
、
全

例
に
お
い
て
精
度
の
高
い
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
で
き

て
い
ま
す
。

―
―
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
の
有
用
性
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

多様な個別化医療を実現する高性能リニアックと
マーカーレス治療で高精度治療と患者負担軽減を実現。
北陸の放射線治療のレベルを大きく引き上げる
加賀藩彦三種痘所をルーツとして、以降160年以上、北陸の医療の中心的存在であり続ける名門・金沢大学附属病院。
能登地方を襲った今年１月の地震、そして９月の水害などにおいてもDMATを派遣するなど地域医療への医療貢献は広く知られる。
同院では、３月に第２中央診療棟がオープンし、術中MRI撮影が可能な手術室の稼働を開始するなど診療機能を強化。
放射線治療科では、治療精度向上、患者負担軽減を目指したマーカーレス治療が高い評価を挙げている。
同院の診療現況や放射線治療の最新事情を、吉崎病院長、放射線治療科の髙松科長／准教授らに聞いてみた。

金沢大学附属病院2024
C O V E R  S T O RY

石川県

2021 年５月に導入したエレクタ製リニアック「Versa HD」。同時に導入した体表面光学式トラッキング
システム「Catalyst HD」と組み合わせて体表面誘導放射線治療（SGRT）を実施している。
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せ
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
８
年
５
月
に
エ
レ
ク
タ
製
リ
ニ
ア
ッ
ク

の
「Infinity

」
を
導
入
し
、
既
存
の
リ
ニ
ア
ッ

ク
「Synergy

」
と
２
台
体
制
に
し
ま
し
た
。
そ

の
際
、「Infinity

」
に
体
表
面
光
学
式
ト
ラ
ッ
キ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
「Catalyst H

D

（C-RA
D

社
）」

を
、「Synergy

」
に
は
「Catalyst

（
同
）」
を

導
入
し
、
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
を
開
始
し
た
の
で
す
。
当
初

は
検
証
の
意
図
も
あ
り
、
体
表
マ
ー
キ
ン
グ
も
併

用
し
な
が
ら
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
位
置
合
わ
せ
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年
５
月
か
ら
全

例
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
マ
ー
カ
ー
レ
ス
で
の
治
療
に

切
り
替
え
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
５
月
に
は
「Synergy

」
を
同
じ

エ
レ
ク
タ
製
リ
ニ
ア
ッ
ク
「V

ersa H
D

」
に
更

新
し
、
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
も
３
台
型
の

「Catalyst HD

」
に
更
新
し
た
結
果
、
現
在
、
全

例
に
お
い
て
精
度
の
高
い
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
で
き

て
い
ま
す
。

―
―
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
の
有
用
性
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

―
―
放
射
線
治
療
医
が
少
な
い
と
い
う
北
陸
地

方
で
の
課
題
と
対
策
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

確
か
に
北
陸
地
方
に
は
放
射
線
治
療
医
が
少

な
く
、
日
本
放
射
線
腫
瘍
学
会
に
登
録
さ
れ
て
い

る
専
門
医
の
人
数
で
も
石
川
県
10
名
、
富
山
県

11
名
、
福
井
県
14
名
と
い
う
状
況
で
す
。
北
陸

三
県
の
当
院
関
連
施
設
で
常
勤
医
師
が
在
籍
し

て
い
な
い
施
設
に
は
、
地
域
医
療
支
援
と
し
て
非

常
勤
医
師
を
派
遣
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
黒
部
市
民
病
院
、
小
松
市
民
病
院
、

富
山
市
民
病
院
に
は
、
派
遣
医
に
よ
る
診
療
支

援
に
加
え
、放
射
線
治
療
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
、

現
地
だ
け
で
な
く
遠
隔
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
遠
隔
治
療
計

画
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
に
は
、
各
施
設
、
端

末
・
ラ
イ
セ
ン
ス
購
入
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線
確

保
と
い
っ
た
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
人
員

が
少
な
い
中
で
遠
方
の
放
射
線
治
療
施
設
へ
の
支

援
を
考
え
た
場
合
に
は
、
極
め
て
有
用
な
シ
ス
テ

ム
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
貴
院
で
は
、
外
照
射
全
例
で
マ
ー
カ
ー
レ
ス

で
の
治
療
を
実
施
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
来
、
当
院
で
は
、
よ
り
再
現
性
の
高
い
位
置

合
わ
せ
を
目
指
し
て
い
た
た
め
、
体
表
マ
ー
キ
ン

グ
を
非
常
に
多
く
、
広
い
範
囲
に
書
き
込
ん
で
い

ま
し
た
。
た
だ
、
マ
ー
キ
ン
グ
は
油
性
ペ
ン
等
で

患
者
さ
ん
の
皮
膚
に
直
接
書
き
込
む
た
め
に
不
快

感
を
与
え
ま
す
し
、
治
療
が
終
了
す
る
ま
で
消
せ

な
い
こ
と
か
ら
、
日
常
生
活
に
お
い
て
マ
ー
キ
ン

グ
が
服
の
上
か
ら
透
け
て
見
え
た
り
、
下
着
が
汚

れ
て
し
ま
う
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

皮
膚
の
か
ぶ
れ
を
発
す
る
患
者
さ
ん
も
い
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
に
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
多
く
与
え

て
い
た
と
い
う
自
覚
は
医
療
者
側
に
も
あ
り
、
直

接
マ
ー
キ
ン
グ
す
る
診
療
放
射
線
技
師
た
ち
に

と
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
な
ん
と
か
マ
ー
カ
ー
レ
ス
で
の
治
療

を
実
施
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
た
際
、
国
際
医

用
画
像
総
合
展
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
）
で
当
施
設
関
係
者

が
体
表
面
誘
導
放
射
線
治
療
（
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
）
を 

知
っ
た
の
で
す
。
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
に
は
、
マ
ー
キ
ン
グ

が
不
要
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
乳
房
な
ど
の
柔
ら

か
く
容
易
に
形
状
が
変
化
す
る
体
表
臓
器
へ
も

精
度
の
高
い
照
射
が
実
現
可
能
で
あ
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
し
、
保
険
点
数
で
体
表
面
の

位
置
情
報
に
よ
る
画
像
誘
導
放
射
線
治
療
加
算

が
算
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
追
い
風
と

な
り
、
導
入
を
決
断
し
ま
し
た
。

―
―
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
導
入
に
つ
い
て
、
詳
し
く
お
聞
か

―
―
放
射
線
治
療
科
の
概
要
並
び
に
現
況
か
ら

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

放
射
線
治
療
科
に
は
常
勤
医
が
４
名
お
り
ま

す
が
、
内
訳
は
放
射
線
治
療
専
門
医
が
２
名
、

放
射
線
科
専
門
医
が
１
名
、
放
射
線
科
専
攻
医

が
１
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
放
射
線
治
療

専
門
医
１
名
は
現
在
産
休
中
で
、
実
質
３
名
が

治
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
度
の
年
間
治
療
患
者
数
は
、
外

部
照
射
が
５
４
９
名
、
小
線
源
治
療
が
79
名
、

全
体
で
６
２
８
名
で
す
。
疾
病
の
内
訳
は
脳
腫
瘍

が
33
名
、
頭
頸
部
腫
瘍
55
名
、
胸
部
腫
瘍
１
０
２

名
、
乳
が
ん
89
名
、
食
道
が
ん
８
名
、
胃
・
大
腸

が
ん
15
名
、
肝
胆
膵
が
ん
38
名
、
泌
尿
器
科
領

域
１
２
２
名
、
婦
人
科
領
域
27
名
、
血
液
・
リ
ン

パ
38
名
、
骨
軟
部
17
名
、
原
発
不
明
２
名
、
良

性
腫
瘍
３
名
と
多
岐
に
亘
っ
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
科
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
可

能
な
限
り
多
施
設
共
同
の
医
師
主
導
治
験
や
企

業
主
導
治
験
に
参
加
し
て
、
新
た
な
エ
ビ
デ
ン
ス

構
築
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
全
員
が

チ
ー
ム
を
組
ん
で
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
際
の
臨
床
試
験
で
は
、
当

該
領
域
の
放
射
線
治
療
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
第

三
者
的
評
価
、
つ
ま
り
外
部
評
価
を
受
け
ら
れ

る
の
で
、
我
々
の
技
術
向
上
の
た
め
に
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

1976 年生まれ、神奈川県出身。2001 年金沢大学医学部医学科卒。
同年金沢大学放射線科研修医、福井県済生会病院放射線科医員、
金沢大学放射線科医員を経て、2011 年福井県立病院陽子線がん治
療センター医長。2014 年金沢大学放射線科助教、2019 年同講師、
2019 年より放射線治療科科長、2022 年より金沢大学放射線科准教
授、現在に至る。

金
沢
大
学
附
属
病
院　

放
射
線
治
療
科　
診
療
科
長
／
准
教
授

髙
松 

繁
行
氏
に
聞
く

髙松 繁行（たかまつ・しげゆき）氏
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■

金
沢
大
学
附
属
病
院 

放
射
線
部

高
性
能
リ
ニ
アッ
ク
と
体
表
面
光
学
式
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で

マ
ー
カ
ー
レ
ス
で
の
治
療
と
個
別
化
医
療
へ
の
対
応
を
実
現
す
る

だ
さ
い
。

　

Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
で
は
、
無
被
ば
く
の
光
を
患
者
さ
ん

の
体
表
に
投
影
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
身
体

の
輪
郭
を
認
識
、
評
価
、
確
認
し
、
高
精
度
な

位
置
合
わ
せ
が
で
き
ま
す
。
当
院
の
３
台
型

「Catalyst H
D

」
で
は
、
頭
部
方
向
か
ら
も
体

幹
部
の
体
表
面
を
確
認
で
き
る
た
め
、
頸
部
や

肩
周
囲
背
部
側
に
死
角
を
生
じ
さ
せ
ず
に
体
表

構
造
を
認
識
し
、
位
置
合
わ
せ
が
可
能
で
す
。

　

マ
ー
カ
ー
レ
ス
治
療
は
、
患
者
さ
ん
と
医
療

者
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
患

者
さ
ん
は
前
述
し
た
様
々
な
ス
ト
レ
ス
か
ら
解

放
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ー
カ
ー
有
り
で
の
放
射
線

治
療
歴
の
あ
る
方
に
伺
う
と
、
マ
ー
カ
ー
レ
ス

は
大
変
好
評
で
す
。

　

医
療
者
側
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
体
表
マ
ー

キ
ン
グ
を
書
き
足
す
作
業
や
、
患
者
さ
ん
へ
の

マ
ー
カ
ー
管
理
の
指
導
と
い
っ
た
負
担
の
軽
減
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
は
照
射
開
始

時
の
位
置
合
わ
せ
だ
け
で
な
く
、
照
射
中
も
患

者
さ
ん
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
有
用
で

す
。
呼
吸
な
ど
に
よ
る
移
動
量
の
評
価
が
可
能

で
あ
り
、
高
精
度
放
射
線
治
療
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
放
射
線
治
療
中
、
咳
や
く
し
ゃ

み
な
ど
に
よ
り
突
発
的
に
一
定
量
を
超
え
た
ず
れ

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
安
全
装
置
が
働
き
、
治

療
ビ
ー
ム
が
止
ま
る
の
も
有
難
い
で
す
。
そ
の
お

か
げ
で
位
置
が
ず
れ
て
照
射
さ
れ
て
し
ま
う
リ

ス
ク
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
、
安
心
し
て
放
射
線

治
療
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
エ
レ
ク
タ
製
の
放
射
線
治
療
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
導
入
・
活
用
さ
れ
て
い
る
理
由
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

エ
レ
ク
タ
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
は
、
治
療
寝
台
周

り
の
空
間
が
広
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
治
療
時
の
固
定
具
な
ど
各

種
デ
バ
イ
ス
を
用
い
る
際
に
照
射
の
自
由
度
が
高

く
、
長
ら
く
エ
レ
ク
タ
の
装
置
を
利
用
し
て
き
て

い
ま
す
。
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
に
て
体
表
構
造
を
観
察
す
る

際
に
も
こ
の
空
間
が
生
か
さ
れ
て
お
り
、
特
に
カ

メ
ラ
３
台
型
の
「Catalyst H

D

」
は
見
え
る
範

囲
が
広
い
こ
と
か
ら
、
安
心
し
て
位
置
合
わ
せ
の

確
認
が
で
き
、
エ
レ
ク
タ
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
の
相

性
は
極
め
て
良
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

臨
床
試
験
に
登
録
さ
れ
て
い
る「Infinity

」で
、

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
や
定
位
照
射
な
ど
の
高
精
度
な
照
射

を
継
続
し
て
実
施
し
、
新
し
く
導
入
し
た
高
精

度
放
射
線
治
療
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「Versa HD

」

で
通
常
の
３
Ｄ
照
射
や
広
範
囲
の
照
射
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ

Ｔ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
両
装
置
は
、
エ
レ
ク
タ

製
放
射
線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
「M

onaco

」
の

基
準
ビ
ー
ム
モ
デ
ル
（
Ａ
Ｇ
Ｌ
モ
デ
ル
）
を
使
用

で
き
る
こ
と
か
ら
患
者
振
り
替
え
が
可
能
で
あ

り
、
当
院
の
放
射
線
治
療
に
大
き
く
貢
献
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　
「M

onaco

」
も
、
医
学
物
理
士
と
密
に
連
携

し
な
が
ら
使
用
す
る
こ
と
で
、
現
実
的
に
照
射
可

能
な
再
現
性
の
高
い
治
療
計
画
を
作
成
で
き
て

い
ま
す
。
同
じ
メ
ー
カ
ー
の
製
品
な
の
で
リ
ニ

ア
ッ
ク
と
の
相
性
も
よ
く
、
実
測
・
検
証
作
業
と

の
ず
れ
も
少
な
い
の
が
魅
力
で
す
。
ま
た
、
地
域

医
療
支
援
の
観
点
か
ら
も
、
関
連
病
院
に
同
じ

リ
ニ
ア
ッ
ク
や
「M

onaco

」
が
あ
れ
ば
、
共
通

の
プ
ラ
ン
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
活
用
で
き
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
作
業
の
効
率
化
も
成
さ
れ
、
治
療
計

画
作
成
者
の
負
担
も
低
減
さ
れ
ま
す
。
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
な
災
害
で
病
院
が
被

災
し
、
患
者
さ
ん
が
転
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

も
、
Ａ
Ｇ
Ｌ
対
応
装
置
で
あ
れ
ば
治
療
を
継
続
で

き
る
点
も
有
用
で
す
。

―
―
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
す
る
際
の
課
題
や
今
後

の
期
待
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

課
題
と
し
て
は
、
高
額
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ

と
が
普
及
の
ネ
ッ
ク
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、

Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
に
は
、
前
述
し
た
患
者
さ
ん
、
医
療
者

の
負
担
軽
減
に
加
え
、
照
射
中
の
見
守
り
モ
ー
ド

で
の
患
者
観
察
時
に
お
け
る
突
発
的
な
体
動
で

の
ず
れ
の
確
認
な
ど
、
医
療
安
全
上
の
導
入
効

果
が
あ
り
ま
す
。「Catalyst H

D

」
は
、
定
位

放
射
線
治
療
に
お
い
て
高
精
度
な
位
置
確
認
が

可
能
な
Ｓ
Ｒ
Ｓ
モ
ー
ド
も
有
し
て
お
り
、
そ
の
有

用
性
を
高
く
感
じ
て
い
ま
す
。
日
々
の
照
射
を
再

現
性
高
く
安
全
に
行
う
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
は
、
無
被
ば
く

で
高
精
度
か
つ
安
心
な
放
射
線
治
療
提
供
に
貢

献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
適
応
放
射
線
治
療
（
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
な
ど
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

近
年
の
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ

Ｔ
画
像
で
頭
頸
部
が
ん
へ
の
動
注
化
学
療
法
後

の
腫
瘍
縮
小
や
、
局
所
進
行
前
立
腺
癌
へ
の
小

線
源
治
療
後
外
部
照
射
で
の
照
射
部
位
の
形
状

変
化
な
ど
、
体
内
構
造
・
病
巣
の
変
化
・
変
形

を
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
に

よ
っ
て
、
乳
房
温
存
術
後
の
液
体
貯
留
や
浮
腫
の

改
善
に
よ
る
形
状
変
化
な
ど
、
普
段
の
診
察
で

は
気
付
け
な
い
患
者
さ
ん
の
日
々
の
微
細
な
変
化

を
無
被
ば
く
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「M

onaco

」
を
活
用
し
、
現
行
の
照
射
を

継
続
す
る
こ
と
で
、
ど
の
程
度
線
量
分
布
に
違
い

が
生
じ
る
か
、
そ
れ
が
許
容
範
囲
か
ど
う
か
を

確
認
し
て
照
射
継
続
可
否
を
判
断
し
、
状
況
次

第
で
は
再
治
療
計
画
を
行
う
こ
と
で
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
の

適
応
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
科
の
課
題
と
し
て
人
材
不
足
と

先
述
し
ま
し
た
が
、
人
を
増
や
す
に
は
、
よ
り
良

い
医
療
を
提
供
し
、
学
生
に
そ
の
姿
を
見
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
放
射
線
治
療

の
魅
力
を
伝
え
る
べ
く
、
最
先
端
の
治
療
技
術

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
結
果
、

人
材
増
を
図
り
、
北
陸
の
放
射
線
治
療
の
底
上

げ
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

2018 年５月に導入したエレクタ製リニアック「Infinity」。同リニアックでも「Catalyst 
HD」を組み合わせた SGRT を実施。精度が高く、安全性を担保した放射線治療
を実現している。

「Versa HD」に設置された「Catalyst HD」（矢印）。
正面を含む３台のカメラから光を照射すること
で、死角なく位置決め、トラッキング、ゲーティン
グすることができる。
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金
沢
大
学
附
属
病
院
で
は
、
放
射
線
治
療
を

担
当
す
る
診
療
放
射
線
技
師
と
し
て
放
射
線
部

か
ら
７
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
業
務
に
当
た
っ
て
い

る
。こ
の
う
ち
、３
名
が
放
射
線
治
療
に
専
従
し
、

４
名
が
画
像
診
断
部
門
と
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

業
務
を
担
当
し
て
い
る
。
専
従
ス
タ
ッ
フ
は
い

ず
れ
も
放
射
線
治
療
専
門
技
師
の
資
格
を
有

し
、
そ
の
う
ち
２
名
は
医
学
物
理
士
と
品
質
管

理
士
の
認
定
を
受
け
て
い
る
。
１
日
の
放
射
線

治
療
の
件
数
は
60
件
以
上
。
こ
の
う
ち
、「V

ersa 
H

D

」
で
は
約
35
件
、「Infinity

」
で
は
約
25
件

程
度
実
施
し
て
い
る
。
２
台
の
装
置
の
件
数
に

差
が
あ
る
理
由
を
同
部 

副
診
療
放
射
線
技
師

長
の
能
登
公
也
氏
は
説
明
す
る
。

「『Infinity

』
で
は
、
よ
り
複
雑
で
治
療
時
間
や

前
処
置
に
時
間
が
か
か
る
患
者
さ
ん
の
治
療
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
予
約
制
を
取
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
治
療
人
数
が
限
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
一
方
、『V

ersa H
D

』
は
予
約
な
し

で
も
対
応
し
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん

に
放
射
線
治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
点
が
治
療
件
数
の
多
い
理
由
で
す
」

　

放
射
線
部
の
主
任
診
療
放
射
線
技
師
で
あ
る

小
島
礼
慎
氏
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
導
入
は
マ
ー
カ
ー

レ
ス
治
療
の
実
現
を
目
指
し
た
も
の
と
語
る
。

「（
前
出
の
）髙
松
先
生
の
説
明
に
も
あ
っ
た
患
者

さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
や
負
担
、
マ
ー
ク
消
失
に
よ

る
ス
タ
ッ
フ
の
ス
ト
レ
ス
や
負
担
に
加
え
、
マ
ー

ク
消
失
時
に
は
、
マ
ー
キ
ン
グ
を
復
元
さ
せ
る

た
め
と
は
言
え
、
計
画
用
Ｃ
Ｔ
や
リ
ニ
ア
ッ
ク

の
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て
余
計
な
放
射
線
被
ば
く

を
患
者
さ
ん
に
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
大
き
な

問
題
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
解
決

策
を
模
索
し
て
い
た
時
、
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
を
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｍ
会
場
で
知
っ
た
の
で
す
。
幸
い
に『Catalyst

』

の
販
売
開
始
と
当
院
の
新
リ
ニ
ア
ッ
ク
導
入
時

期
が
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
重
な
っ
た
た
め
、
導
入

に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

臨
床
面
以
外
で
も
、「
当
院
は
大
学
病
院
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
装
置
や
シ
ス
テ
ム
を

用
い
た
教
育
・
研
究
を
進
め
た
い
と
い
う
思
惑

も
あ
っ
た
」
と
語
る
能
登
氏
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
導

入
時
の
苦
労
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
私
達
が
臨
床
稼
働
さ
せ
た
当
時
は
、
欧
米
で

金
沢
大
学
附
属
病
院 

放
射
線
部

副
診
療
放
射
線
技
師
長

能
登 

公
也
氏

主
任
診
療
放
射
線
技
師

小
島 

礼
慎
氏
に
聞
く

■

金
沢
大
学
附
属
病
院 

放
射
線
部

高
性
能
リ
ニ
アッ
ク
と
体
表
面
光
学
式
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で

マ
ー
カ
ー
レ
ス
で
の
治
療
と
個
別
化
医
療
へ
の
対
応
を
実
現
す
る

1978 年生まれ、石川県出身。2002 年藤田保健衛生
大学衛生学部診療放射線技術学科卒。2004 年金沢
大学大学院博士前期課程修了、2009 年同大学大学
院博士後期課程修了。2004 年金沢大学附属病院放
射線部入職、2016 年同部 主任診療放射線技師、
2022 年より同部 副診療放射線技師長、現在に至る。

能登 公也（のと　きみや）氏

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
は
照
射
開
始

時
の
位
置
合
わ
せ
だ
け
で
な
く
、
照
射
中
も
患

者
さ
ん
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
有
用
で

す
。
呼
吸
な
ど
に
よ
る
移
動
量
の
評
価
が
可
能

で
あ
り
、
高
精
度
放
射
線
治
療
に
寄
与
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
放
射
線
治
療
中
、
咳
や
く
し
ゃ

み
な
ど
に
よ
り
突
発
的
に
一
定
量
を
超
え
た
ず
れ

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
安
全
装
置
が
働
き
、
治

療
ビ
ー
ム
が
止
ま
る
の
も
有
難
い
で
す
。
そ
の
お

か
げ
で
位
置
が
ず
れ
て
照
射
さ
れ
て
し
ま
う
リ

ス
ク
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
、
安
心
し
て
放
射
線

治
療
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
エ
レ
ク
タ
製
の
放
射
線
治
療
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
導
入
・
活
用
さ
れ
て
い
る
理
由
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

エ
レ
ク
タ
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
は
、
治
療
寝
台
周

り
の
空
間
が
広
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
治
療
時
の
固
定
具
な
ど
各

種
デ
バ
イ
ス
を
用
い
る
際
に
照
射
の
自
由
度
が
高

く
、
長
ら
く
エ
レ
ク
タ
の
装
置
を
利
用
し
て
き
て

い
ま
す
。
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
に
て
体
表
構
造
を
観
察
す
る

際
に
も
こ
の
空
間
が
生
か
さ
れ
て
お
り
、
特
に
カ

メ
ラ
３
台
型
の
「Catalyst H

D

」
は
見
え
る
範

囲
が
広
い
こ
と
か
ら
、
安
心
し
て
位
置
合
わ
せ
の

確
認
が
で
き
、
エ
レ
ク
タ
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
の
相

性
は
極
め
て
良
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

臨
床
試
験
に
登
録
さ
れ
て
い
る「Infinity

」で
、

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
や
定
位
照
射
な
ど
の
高
精
度
な
照
射

を
継
続
し
て
実
施
し
、
新
し
く
導
入
し
た
高
精

度
放
射
線
治
療
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「Versa HD

」

で
通
常
の
３
Ｄ
照
射
や
広
範
囲
の
照
射
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ

Ｔ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
両
装
置
は
、
エ
レ
ク
タ

製
放
射
線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
「M

onaco

」
の

基
準
ビ
ー
ム
モ
デ
ル
（
Ａ
Ｇ
Ｌ
モ
デ
ル
）
を
使
用

で
き
る
こ
と
か
ら
患
者
振
り
替
え
が
可
能
で
あ

り
、
当
院
の
放
射
線
治
療
に
大
き
く
貢
献
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　
「M

onaco

」
も
、
医
学
物
理
士
と
密
に
連
携

し
な
が
ら
使
用
す
る
こ
と
で
、
現
実
的
に
照
射
可

能
な
再
現
性
の
高
い
治
療
計
画
を
作
成
で
き
て

い
ま
す
。
同
じ
メ
ー
カ
ー
の
製
品
な
の
で
リ
ニ

ア
ッ
ク
と
の
相
性
も
よ
く
、
実
測
・
検
証
作
業
と

の
ず
れ
も
少
な
い
の
が
魅
力
で
す
。
ま
た
、
地
域

医
療
支
援
の
観
点
か
ら
も
、
関
連
病
院
に
同
じ

リ
ニ
ア
ッ
ク
や
「M

onaco

」
が
あ
れ
ば
、
共
通

の
プ
ラ
ン
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
活
用
で
き
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
作
業
の
効
率
化
も
成
さ
れ
、
治
療
計

画
作
成
者
の
負
担
も
低
減
さ
れ
ま
す
。
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
な
災
害
で
病
院
が
被

災
し
、
患
者
さ
ん
が
転
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

も
、
Ａ
Ｇ
Ｌ
対
応
装
置
で
あ
れ
ば
治
療
を
継
続
で

き
る
点
も
有
用
で
す
。

―
―
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
す
る
際
の
課
題
や
今
後

の
期
待
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

課
題
と
し
て
は
、
高
額
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ

と
が
普
及
の
ネ
ッ
ク
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、

Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
に
は
、
前
述
し
た
患
者
さ
ん
、
医
療
者

の
負
担
軽
減
に
加
え
、
照
射
中
の
見
守
り
モ
ー
ド

で
の
患
者
観
察
時
に
お
け
る
突
発
的
な
体
動
で

の
ず
れ
の
確
認
な
ど
、
医
療
安
全
上
の
導
入
効

果
が
あ
り
ま
す
。「Catalyst H

D

」
は
、
定
位

放
射
線
治
療
に
お
い
て
高
精
度
な
位
置
確
認
が

可
能
な
Ｓ
Ｒ
Ｓ
モ
ー
ド
も
有
し
て
お
り
、
そ
の
有

用
性
を
高
く
感
じ
て
い
ま
す
。
日
々
の
照
射
を
再

現
性
高
く
安
全
に
行
う
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
は
、
無
被
ば
く

で
高
精
度
か
つ
安
心
な
放
射
線
治
療
提
供
に
貢

献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
適
応
放
射
線
治
療
（
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
な
ど
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

近
年
の
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ

Ｔ
画
像
で
頭
頸
部
が
ん
へ
の
動
注
化
学
療
法
後

の
腫
瘍
縮
小
や
、
局
所
進
行
前
立
腺
癌
へ
の
小

線
源
治
療
後
外
部
照
射
で
の
照
射
部
位
の
形
状

変
化
な
ど
、
体
内
構
造
・
病
巣
の
変
化
・
変
形

を
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
に

よ
っ
て
、
乳
房
温
存
術
後
の
液
体
貯
留
や
浮
腫
の

改
善
に
よ
る
形
状
変
化
な
ど
、
普
段
の
診
察
で

は
気
付
け
な
い
患
者
さ
ん
の
日
々
の
微
細
な
変
化

を
無
被
ば
く
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「M

onaco

」
を
活
用
し
、
現
行
の
照
射
を

継
続
す
る
こ
と
で
、
ど
の
程
度
線
量
分
布
に
違
い

が
生
じ
る
か
、
そ
れ
が
許
容
範
囲
か
ど
う
か
を

確
認
し
て
照
射
継
続
可
否
を
判
断
し
、
状
況
次

第
で
は
再
治
療
計
画
を
行
う
こ
と
で
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
の

適
応
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
科
の
課
題
と
し
て
人
材
不
足
と

先
述
し
ま
し
た
が
、
人
を
増
や
す
に
は
、
よ
り
良

い
医
療
を
提
供
し
、
学
生
に
そ
の
姿
を
見
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
放
射
線
治
療

の
魅
力
を
伝
え
る
べ
く
、
最
先
端
の
治
療
技
術

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
結
果
、

人
材
増
を
図
り
、
北
陸
の
放
射
線
治
療
の
底
上

げ
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

皮
膚
マ
ー
キ
ン
グ
で
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消

医
療
安
全
面
で
も
大
き
な
貢
献
果
た
す

Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
①

金沢大学附属病院における放射線治療計画関連画像

【図 1】右乳房温存術後照射の Monaco による放射線治療計画

【図 3】右乳房温存術後照射を施行する患者の Catalyst によるマーカーレスで
のポジショニング。エレクタ製リニアックの構造は体表構造のモニタリング性に優
れており、観察しやすいメリットがある。

【図 2】胸椎に対する疼痛緩和照射の連携病院 Monaco による
遠隔放射線治療計画

【図 4】右乳房温存術後照射を施行する患者の Catalyst による
リアルタイムモニタリング
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――今年３月に第２中央診療棟が稼働を
開始したと伺っています。
　新設の第２中央診療棟では、高度先進的
な医療を展開するため、最新設備を備えた
手術室を設置するなど、診療機能を強化し
ました。特に手術室は、術中MRI撮影や
高解像度血管造影を行うことで手術精度を
大幅に向上させるハイブリッド手術室、最
新の高精度ロボットを備えた手術室を整備
しました。
　診療機能強化のポイントとしては、感染
症対策に力を入れていることです。新型コ
ロナウイルス感染症の教訓から、患者・医
療スタッフの動線を峻別することに加え、
感染症対応用の手術室を設置するなどし、
新たな感染症にも対応できる施設を整備し
ました。

――６月には病院改革プランを発表しまし
たが、その狙いをお聞かせください。
　当院は大学の附属病院なので、診療だけ
でなく、最先端治療のガイドライン的なも
のを作成する他、新技術の開発にチャレン
ジするなど、新たな知見を発信していくこ
とを目指しています。同時に、当大学は教
育機関でもあることから、放射線治療の分
野であれば、放射線治療を専門とする医師
や診療放射線技師などを育成し、それらの
人材を当院の関連病院をはじめ、北陸の各
医療機関に輩出するなどして、北陸の医療
の底上げに貢献したいと考えています。
――中核を担う病院として、がん診療への
対応は如何でしょうか。
　新棟でも外来化学療法センターを拡充さ
せましたが、がん治療の３本柱は、やはり

手術と化学療法、そして放射線治療です。
私の専門は頭頸部がんですが、特に根治性
を考えた場合、手術と放射線治療は欠かせ
ません。当院では、がん治療について患者
さんにエビデンスを示して丁寧な説明をし
ながら治療を行う点を特徴としており、
個々の患者さんに適したがん治療を提供し
ています。また、2019年に「がんゲノム医
療拠点病院」に指定されるなど、がんの個
別化医療にも積極的に取り組んでいます。
――今後の展望についてお聞かせください。
　新棟の完成によって医療機関としてハー
ド面を整備することはできましたが、今後
はそれを使いこなすスタッフの確保と育成
が急務です。
　当院は教育機関でもあるので、例えば放
射線治療で言えば、前述の繰り返しになり
ますが、放射線治療医や診療放射線技師
など、医師及びメディカルスタッフの育成
が重要となります。学生や医師らに当大学
の魅力をアピールし、優秀な人材を集めた
いと考えています。

金沢大学附属病院
病院長

第２中央診療棟をオープンさせ、診療機能を強化
大学病院として北陸三県の医療の底上げを目指す

吉崎 智一氏に聞く

2024年3月に第2中央診療棟をオープンした金沢大学附属病院。
同棟開設の狙いや、がん診療への取り組みと放射線治療への
期待等について、吉崎智一病院長に話を聞いた。

し
て
は
、
施
設
間
で
の
技
術
的
な
差
や
ベ
ン
ダ
ー

に
よ
る
違
い
を
均
て
ん
化
す
る
た
め
に
も
、
本
邦

に
お
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
進
め
る
と
と

も
に
、
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
に
関
す
る
研
究
会
開
催
や
研
究

成
果
の
報
告
・
発
信
が
重
要
で
し
ょ
う
」

　

リ
ニ
ア
ッ
ク
や
放
射
線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム

等
、
エ
レ
ク
タ
製
の
放
射
線
治
療
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
能

登
氏
は
解
説
す
る
。

「
当
院
で
は
当
初
よ
り
部
屋
・
装
置
間
の
ビ
ー
ム

デ
ー
タ
の
違
い
を
排
除
し
、
共
通
ビ
ー
ム
で
運
用

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
折
、

エ
レ
ク
タ
か
ら
Ａ
Ｇ
Ｌ
モ
デ
ル
の
開
発
・
提
供
が

ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
当
院
で
採

用
を
決
め
ま
し
た
。
Ａ
Ｇ
Ｌ
モ
デ
ル
に
よ
り
、
コ

性
能
が
大
き
く
向
上
し
た
こ
と
で
精
度
管
理
の

た
め
の
項
目
数
も
た
い
へ
ん
多
く
、
半
自
動
化
に

よ
る
Ｑ
Ａ
が
で
き
る
点
は
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
業

務
負
荷
を
軽
減
で
き
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
」

　

患
者
Ｑ
Ａ
で
使
用
す
る
検
証
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

「EPIbeam

（D
O

SIsoft

社
）」
の
有
用
性
に
つ

い
て
は
、
能
登
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「『EPIbeam

』
は
Ｍ
Ｕ
検
証
と
は
異
な
り
、
治

療
装
置
の
出
力
を
実
際
に
考
慮
で
き
る
検
証
ソ

フ
ト
で
す
。
ま
た
、
フ
ァ
ン
ト
ム
レ
ス
で
分
布
検

証
が
で
き
る
た
め
、
作
業
負
担
を
軽
減
で
き
る

点
も
有
用
で
す
。
本
来
、
患
者
さ
ん
の
身
体
の

中
の
線
量
や
線
量
分
布
を
確
認
す
る
の
が
理
想

で
す
が
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
す
る
際
な
ど
即
時
に
検

証
し
た
い
場
合
に
は
、
と
て
も
有
益
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
治
療
に
お
け
る
個
別
化
医
療
の
実
施

に
つ
い
て
、
放
射
線
治
療
科
で
の
現
況
と
課
題
、

ミ
ッ
シ
ョ
ニ
ン
グ
時
間
削
減
・
導
入
ま
で
の
期
間

短
縮
は
も
ち
ろ
ん
、Ｑ
Ａ（
品
質
保
証
）／
Ｑ
Ｃ（
品

質
管
理
）、
故
障
時
の
装
置
変
更
と
い
っ
た
対
応

な
ど
、
医
療
安
全
の
面
で
も
有
用
で
す
。
な
お
、

当
院
は
本
邦
に
お
け
る
Ａ
Ｇ
Ｌ
モ
デ
ル
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
サ
イ
ト
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

同
院
で
は
エ
レ
ク
タ
製
放
射
線
治
療
計
画
シ
ス

テ
ム
「M

onaco

」
を
利
用
し
て
い
る
が
、
小
島
氏

は
そ
の
有
用
性
を
説
明
す
る
。

「『M
onaco

』
は
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
や
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
お
け

る
最
適
化
計
算
の
際
に
、線
量
制
約
の
オ
プ
シ
ョ

ン
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
ダ
ミ
ー
輪
郭
が
少

な
く
て
も
質
の
高
い
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
複
数
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
存
在

す
る
際
の
シ
ン
グ
ル
ア
イ
ソ
セ
ン
タ
ー
の
プ
ラ
ン

で
、ブ
リ
ッ
ジ
線
量
を
軽
減
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

マ
ー
ジ
ン（T

arget m
argin

とA
voidance 

m
argin

）
も
容
易
に
設
定
で
き
、
個
別
化
医
療

に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
を
高
く
評
価
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｃ
Ａ
（dynam

ic conform
al arc

）

は
、
呼
吸
性
変
動
が
大
き
な
肺
の
定
位
照
射
に

お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
効
果
に
対
応
で
き
る

良
い
照
射
法
と
言
え
ま
す
。
Ｄ
Ｃ
Ａ
で
う
ま
く
プ

ラ
ン
で
き
な
い
際
、
容
易
に
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
で
の
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
良

い
機
能
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
同
院
で
は
、
エ
レ
ク
タ
製
Ｑ
Ａ
ソ
フ
ト

「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
」
も
導
入
し
、
治
療
装
置
Ｑ
Ａ
に
活

用
し
て
い
る
。
小
島
氏
は
同
ソ
フ
ト
の
有
用
性
を

説
明
す
る
。

「
リ
ニ
ア
ッ
ク
品
質
管
理
の
点
で
『
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
』

の
有
用
性
が
高
い
と
感
じ
る
の
は
、
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
Ｑ
Ａ
で
あ
る
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
の
品
質
管
理
と
Ｍ
Ｌ
Ｃ

の
品
質
管
理
の
半
自
動
化
で
す
。リ
ニ
ア
ッ
ク
は
、

Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
の
貢
献
度
な
ど
に
つ
い
て
、
能
登
氏
は

は
語
る
。　

「
個
別
化
医
療
と
い
え
ば
Ａ
Ｒ
Ｔ
が
代
表
的
で
す

が
、
当
院
で
は
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
み
に
捉
わ
れ
ず
、
医

師
・
看
護
師
・
技
師
・
そ
の
他
の
職
種
が
力
を
合

わ
せ
、“
患
者
の
状
態
や
体
型
、
標
的
サ
イ
ズ
・

位
置
な
ど
、
患
者
の
変
化
を
鋭
敏
に
と
ら
え
可

能
な
限
り
対
応
し
た
治
療
”
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
努
め
、
個
別
化
医
療
を
目
指
し
努
力
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
以
下
の
装
置
等
に
は

大
き
な
期
待
を
抱
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

『Catalyst HD

』
に
よ
る
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
は
体
型
変
化

に
と
て
も
鋭
く
反
応
す
る
た
め
便
利
に
感
じ
ま

す
し
、
投
与
線
量
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
『EPIgray

（D
O

SIsoft

社
）』
に
よ
る
生
体

内
線
量
測
定
に
も
有
用
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、online A

RT

と
ま

で
は
い
か
な
く
て
も
、
プ
ラ
ン
変
更
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
患
者
さ
ん
毎
に
最
適
に
す
る
こ
と
が
可
能

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
治
療
計
画
で

の
マ
ー
ジ
ン
の
取
り
扱
い
に
も
個
別
化
の
考
え
方

を
取
り
入
れ
て
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
手

探
り
で
治
療
法
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
中
で
適
宜
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ニ
ン

グ
を
行
い
、
治
療
精
度
を
担
保
し
な
が
ら
Ｓ
Ｇ

Ｒ
Ｔ
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
構
築
し
て
い
っ
た
の

で
す
」

　

Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
マ
ー
カ
ー
レ
ス
治
療
が
確

立
し
た
効
果
を
診
療
放
射
線
技
師
の
立
場
か

ら
、
小
島
氏
は
語
る
。

「
皮
膚
マ
ー
キ
ン
グ
作
業
を
省
略
で
き
、
患
者
さ

ん
及
び
ス
タ
ッ
フ
の
ス
ト
レ
ス
・
負
担
を
軽
減

で
き
た
こ
と
は
大
き
い
で
す
ね
。
ま
た
、
乳
房

を
は
じ
め
と
す
る
胸
部
、
頭
頸
部
、
四
肢
な
ど

の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
検
討
・
解
析
し

た
結
果
、
海
外
の
論
文
で
報
告
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
そ
の
精
度
向
上
が
確
認
で
き
て
い
る
こ
と

も
評
価
し
た
い
で
す
。
特
に
、
体
の
ね
じ
れ
、

顎
の
位
置
、
腕
の
上
げ
方
な
ど
、
ア
イ
ソ
セ
ン

タ
ー
近
傍
よ
り
も
離
れ
た
部
位
の
位
置
合
わ
せ

精
度
が
向
上
し
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

　

能
登
氏
は
、
さ
ら
に
放
射
線
治
療
の
安
全
性

向
上
も
挙
げ
る
。

「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
患
者

さ
ん
の
体
動
を
鋭
敏
に
検
知
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
点
を
最
大
の
変
化
の
１
つ
に
挙
げ
て
よ
い
で

し
ょ
う
。結
果
と
し
て
、患
者
さ
ん
の
強
固
な
シ
ェ

ル
や
固
定
具
は
、
以
前
よ
り
も
ス
ト
レ
ス
の
少
な

い
も
の
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
照
射
中
の

患
者
さ
ん
の
動
き
を
把
握
で
き
る
の
で
、『Intra-

fractional setup error

』
を
許
容
値
以
下
に

抑
え
る
こ
と
が
被
ば
く
無
し
で
実
現
可
能
で
す
。

こ
れ
は
、
従
来
の
室
内
カ
メ
ラ
に
よ
る
目
視
で

の
監
視
よ
り
も
高
精
度
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

す
。
さ
ら
に
エ
レ
ク
タ
製
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
閾
値
以
上
の
患
者
さ
ん

の
動
き
を
検
知
し
た
場
合
に
は
、
自
動
ビ
ー
ム

ホ
ー
ル
ド
機
能
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
性
の

面
で
有
益
に
感
じ
ま
す
」

　

有
用
性
が
高
い
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
だ
が
、
コ
ス
ト
以

外
に
も
課
題
が
無
く
は
な
い
と
能
登
氏
は
話
す
。

「
本
技
術
導
入
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト
の
問
題
以

外
に
も
業
務
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
症
例
毎
に
構
築

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
導
入
初
期

に
あ
る
程
度
の
時
間
や
検
証
、
技
術
的
な
解
析

な
ど
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
技
術
が
有
益
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
技
術
の
普
及
に
際

1983 年生まれ、石川県出身。2006 年
北里大学医療衛生学部医療工学科診療
放射線技術科学専攻卒。2008 年同大
学大学院医療系研究科医科学専攻修士
課程修了、2021 年金沢大学大学院医
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小島 礼慎（こじま　ひろのり）氏

放射線治療計画を作成中の小島氏。放射線治療計画システム
「Monaco」は、線量制約のオプション機能を活用することでダミー
輪郭が少なくても質の高い治療計画の作成が可能である。
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金沢大学附属病院は北陸地方最多の病床
数 830 床を有し、研修医等非常勤医を含
む医師 479 人をはじめ、総計 1800 人以
上の職員が勤務。令和 5 年度の入院患者
数は 22 万 7616 人、外来患者数は 36 万
1489 人を数える。同院では、2024 年 3
月に、手術室の増設、外来化学療法セン
ターの拡充など診療機能を強化した第 2
中央診療棟を開設。同年 6 月には「金沢
大学附属病院改革プラン」を策定し、医
師の働き方改革の推進と教育・研究・診
療機能の維持の両立を図り、病院経営基
盤を確立して「地域に愛され世界で輝く金
大病院」を目指すとしている。

所在地：石川県金沢市宝町 13-1
病床数：830床
病院長：吉崎 智一

し
て
は
、
施
設
間
で
の
技
術
的
な
差
や
ベ
ン
ダ
ー

に
よ
る
違
い
を
均
て
ん
化
す
る
た
め
に
も
、
本
邦

に
お
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
進
め
る
と
と

も
に
、
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
に
関
す
る
研
究
会
開
催
や
研
究

成
果
の
報
告
・
発
信
が
重
要
で
し
ょ
う
」

　

リ
ニ
ア
ッ
ク
や
放
射
線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム

等
、
エ
レ
ク
タ
製
の
放
射
線
治
療
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
能

登
氏
は
解
説
す
る
。

「
当
院
で
は
当
初
よ
り
部
屋
・
装
置
間
の
ビ
ー
ム

デ
ー
タ
の
違
い
を
排
除
し
、
共
通
ビ
ー
ム
で
運
用

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
折
、

エ
レ
ク
タ
か
ら
Ａ
Ｇ
Ｌ
モ
デ
ル
の
開
発
・
提
供
が

ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
当
院
で
採

用
を
決
め
ま
し
た
。
Ａ
Ｇ
Ｌ
モ
デ
ル
に
よ
り
、
コ

性
能
が
大
き
く
向
上
し
た
こ
と
で
精
度
管
理
の

た
め
の
項
目
数
も
た
い
へ
ん
多
く
、
半
自
動
化
に

よ
る
Ｑ
Ａ
が
で
き
る
点
は
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
業

務
負
荷
を
軽
減
で
き
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
」

　

患
者
Ｑ
Ａ
で
使
用
す
る
検
証
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

「EPIbeam

（D
O

SIsoft

社
）」
の
有
用
性
に
つ

い
て
は
、
能
登
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「『EPIbeam

』
は
Ｍ
Ｕ
検
証
と
は
異
な
り
、
治

療
装
置
の
出
力
を
実
際
に
考
慮
で
き
る
検
証
ソ

フ
ト
で
す
。
ま
た
、
フ
ァ
ン
ト
ム
レ
ス
で
分
布
検

証
が
で
き
る
た
め
、
作
業
負
担
を
軽
減
で
き
る

点
も
有
用
で
す
。
本
来
、
患
者
さ
ん
の
身
体
の

中
の
線
量
や
線
量
分
布
を
確
認
す
る
の
が
理
想

で
す
が
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
す
る
際
な
ど
即
時
に
検

証
し
た
い
場
合
に
は
、
と
て
も
有
益
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
治
療
に
お
け
る
個
別
化
医
療
の
実
施

に
つ
い
て
、
放
射
線
治
療
科
で
の
現
況
と
課
題
、

ミ
ッ
シ
ョ
ニ
ン
グ
時
間
削
減
・
導
入
ま
で
の
期
間

短
縮
は
も
ち
ろ
ん
、Ｑ
Ａ（
品
質
保
証
）／
Ｑ
Ｃ（
品

質
管
理
）、
故
障
時
の
装
置
変
更
と
い
っ
た
対
応

な
ど
、
医
療
安
全
の
面
で
も
有
用
で
す
。
な
お
、

当
院
は
本
邦
に
お
け
る
Ａ
Ｇ
Ｌ
モ
デ
ル
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
サ
イ
ト
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

同
院
で
は
エ
レ
ク
タ
製
放
射
線
治
療
計
画
シ
ス

テ
ム
「M

onaco

」
を
利
用
し
て
い
る
が
、
小
島
氏

は
そ
の
有
用
性
を
説
明
す
る
。

「『M
onaco

』
は
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
や
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
お
け

る
最
適
化
計
算
の
際
に
、線
量
制
約
の
オ
プ
シ
ョ

ン
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
ダ
ミ
ー
輪
郭
が
少

な
く
て
も
質
の
高
い
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
複
数
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
存
在

す
る
際
の
シ
ン
グ
ル
ア
イ
ソ
セ
ン
タ
ー
の
プ
ラ
ン

で
、ブ
リ
ッ
ジ
線
量
を
軽
減
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

マ
ー
ジ
ン（T

arget m
argin

とA
voidance 

m
argin

）
も
容
易
に
設
定
で
き
、
個
別
化
医
療

に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
を
高
く
評
価
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｃ
Ａ
（dynam

ic conform
al arc

）

は
、
呼
吸
性
変
動
が
大
き
な
肺
の
定
位
照
射
に

お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
効
果
に
対
応
で
き
る

良
い
照
射
法
と
言
え
ま
す
。
Ｄ
Ｃ
Ａ
で
う
ま
く
プ

ラ
ン
で
き
な
い
際
、
容
易
に
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
で
の
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
良

い
機
能
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
同
院
で
は
、
エ
レ
ク
タ
製
Ｑ
Ａ
ソ
フ
ト

「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
」
も
導
入
し
、
治
療
装
置
Ｑ
Ａ
に
活

用
し
て
い
る
。
小
島
氏
は
同
ソ
フ
ト
の
有
用
性
を

説
明
す
る
。

「
リ
ニ
ア
ッ
ク
品
質
管
理
の
点
で
『
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
』

の
有
用
性
が
高
い
と
感
じ
る
の
は
、
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
Ｑ
Ａ
で
あ
る
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
の
品
質
管
理
と
Ｍ
Ｌ
Ｃ

の
品
質
管
理
の
半
自
動
化
で
す
。リ
ニ
ア
ッ
ク
は
、

Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
の
貢
献
度
な
ど
に
つ
い
て
、
能
登
氏
は

は
語
る
。　

「
個
別
化
医
療
と
い
え
ば
Ａ
Ｒ
Ｔ
が
代
表
的
で
す

が
、
当
院
で
は
、
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
み
に
捉
わ
れ
ず
、
医

師
・
看
護
師
・
技
師
・
そ
の
他
の
職
種
が
力
を
合

わ
せ
、“
患
者
の
状
態
や
体
型
、
標
的
サ
イ
ズ
・

位
置
な
ど
、
患
者
の
変
化
を
鋭
敏
に
と
ら
え
可

能
な
限
り
対
応
し
た
治
療
”
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
努
め
、
個
別
化
医
療
を
目
指
し
努
力
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
以
下
の
装
置
等
に
は

大
き
な
期
待
を
抱
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

『Catalyst HD

』
に
よ
る
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
は
体
型
変
化

に
と
て
も
鋭
く
反
応
す
る
た
め
便
利
に
感
じ
ま

す
し
、
投
与
線
量
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
『EPIgray

（D
O

SIsoft

社
）』
に
よ
る
生
体

内
線
量
測
定
に
も
有
用
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、online A

RT

と
ま

で
は
い
か
な
く
て
も
、
プ
ラ
ン
変
更
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
患
者
さ
ん
毎
に
最
適
に
す
る
こ
と
が
可
能

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
治
療
計
画
で

の
マ
ー
ジ
ン
の
取
り
扱
い
に
も
個
別
化
の
考
え
方

を
取
り
入
れ
て
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

ル
や
固
定
具
は
、
以
前
よ
り
も
ス
ト
レ
ス
の
少
な

い
も
の
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
照
射
中
の

患
者
さ
ん
の
動
き
を
把
握
で
き
る
の
で
、『Intra-

fractional setup error

』
を
許
容
値
以
下
に

抑
え
る
こ
と
が
被
ば
く
無
し
で
実
現
可
能
で
す
。

こ
れ
は
、
従
来
の
室
内
カ
メ
ラ
に
よ
る
目
視
で

の
監
視
よ
り
も
高
精
度
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

す
。
さ
ら
に
エ
レ
ク
タ
製
リ
ニ
ア
ッ
ク
と
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
閾
値
以
上
の
患
者
さ
ん

の
動
き
を
検
知
し
た
場
合
に
は
、
自
動
ビ
ー
ム

ホ
ー
ル
ド
機
能
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
性
の

面
で
有
益
に
感
じ
ま
す
」

　

有
用
性
が
高
い
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
だ
が
、
コ
ス
ト
以

外
に
も
課
題
が
無
く
は
な
い
と
能
登
氏
は
話
す
。

「
本
技
術
導
入
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト
の
問
題
以

外
に
も
業
務
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
症
例
毎
に
構
築

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
導
入
初
期

に
あ
る
程
度
の
時
間
や
検
証
、
技
術
的
な
解
析

な
ど
が
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
技
術
が
有
益
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
技
術
の
普
及
に
際

金沢大学附属病院

「Versa HD」を操作する能登氏。「Infinity」と共に直感的な操作が可能な操作
卓となっており、AGL モデルによる両装置間での治療計画の共用も実現している。

Ａ
Ｇ
Ｌ
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
や

故
障
時
対
応
な
ど
医
療
安
全
に
貢
献

エ
レ
ク
タ
製
放
射
線
治
療
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
を
は
じ
め
最
新
シ
ス
テ
ム
活
用
で

Ａ
Ｒ
Ｔ
に
囚
わ
れ
な
い
個
別
化
医
療
に
対
応

個
別
化
医
療
に
向
け
た
取
り
組
み




